【　MG申請書記述のポイント～日本側ロータリアンの具体的な活動～　】

ほとんどのマッチング・グラント申請書において、日本側の活動が記入されていません。MG申請書の3つめの質問に対し、少なくとも3項目程度の記載が必要です。Host Partnerの活動3つ、International Partner（日本側）の活動3つをそれぞれ箇条書きにしてください。
MG申請書式のトップページ、申請に関する説明の「積極的な参加の例」に具体例が示してあります。

その他、どのような記載が必要かについては、下記をご参照ください。
【　出典：ロータリー財団地域セミナーハンドブック（2008年7月11日版）p.67 – p.68　】
5,000ドルから25,000ドルまで
1. プロジェクトの継続中、ホスト国と海外の援助提供国が連絡をとり合います。

2. ホスト国と海外の援助提供国のクラブまたは地区は、少なくとも3名のロータリアンから成る委員会を

設置します。

3. ホスト国と海外の援助提供国のクラブまたは地区が、力を合わせて、地域社会のニーズを調査し、プロ

ジェクトの計画を立てます。
4. 財政援助以外の活動を具体的に記入します。

5. 必要であれば、プロジェクト実施地を訪問します。海外の援助提供国側は、通信または現地訪問によっ

　て情報を得ます。

競争制のマッチング・グラント（25,001ドルから15万ドル）

上記の5項に加えて

1. 地域社会のニーズを調査したことを証明する資料を提出します。

2. プロジェクトが優れたものであり、プロジェクトの維持整備が補助金支給後も可能であるという情報を提出します。

3. 地域社会ぐるみで活動し、地域社会が自分達のプロジェクトであると考えている資料を提出します。
その他の活動として、以下のことが推奨されています。

・プロジェクトを現地で管理します。

・プロジェクトのいろいろな側面を支援するロータリー地域社会共同体を結成します。

・ボランティアとして奉仕し、ボランティアの研修を実施します。

・プロジェクトを継続、拡大するために資金、品物を寄贈し、奉仕活動を要請します。

・政府機関や税関との折衝に当たります。

・協力団体、政府機関とプロジェクト委員会を結成し、ロータリーの代表を務めます。

・補助金を管理します。

・地元のメディア、地区やゾーンの会合でプロジェクトを広報します。

・プロジェクトの実施にあたり、専門技術や知識で助言します（助言は活動とみなされます）。

・プロジェクトを企画し、支援します。

・プロジェクト実施地に旅行し、専門技術や知識を提供します。

・マッチング・グラントの資金を上回る資金を提供したり、募金をします。
・できればプロジェクトの行事やセレモニーに出席します。

・通信によって、専門技術や知識を提供します。

・プロジェクト実施国に備品や資材を輸送する手配をします。
